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子どもたちの食事についてのお悩み

給食だより月の

９月の給食便りで紹介したように、右のように「偏食」は年齢が上がっ

ても3割前後のまま変化はありません。
「でも自分も子どもの時そうだったから大丈夫、様子を見よう」と、なりが

ちですが、それは好き嫌いの話かもしれません。

好き嫌いと偏食は全く異なる体のサインなので、今回は２つの違いをご

紹介いたします。

好き嫌いと偏食の違い

日常においてその

子が本来出せるは

ずのパワーを出

せなくなり、また

脳の成長において

もブレーキがか

かっている

状態に

です

好き嫌いの場合は、右図のように玉ねぎ・にんじ

ん・トマトは幼児期から食べられるようになる子

どもが多く、しいたけやなす、梅干しは10歳前後

で食べられる子が増えてきます。

食べられるようになったきっかけは「好奇心か

ら」が最も多く、次いで大人や友人のまねでした

（右下円グラフ）。

このように、好き嫌いと偏食の違いをしることで、

好き嫌いは長い目で見守り、偏食は今日からで

もできることから対応していくことがおすすめ

です。

偏食の要因は「口腔機能」や「自律神経」

など複合的なこともありますが、どこかが

よくなってくると連動して改善されていく

ので、１つずつできることから取り組んで

いきましょう。来月号から詳しくご紹介

いたします ※ 引用・参考資料 芝貴和子先生研修会、上田玲子著「食べ物の好き嫌いは生きる力」より


